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要約：礼文島を上陸場として利用するゴマフアザラシの繁殖期および繁殖場の推定を目的に，2009 年～




獣メス 2 個体の海氷上利用時期は 2 月～ 4 月であった。成獣オス 1 個体の上陸割合も 3 月に最高値（日中：
47.2%，夜間：15.1%）を示しており，その時期が当個体の交尾期であったと推定された。以上の結果と，本
種の繁殖は一般的に海氷上で行われるとの既往知見から，礼文島を利用するゴマフアザラシの繁殖場は当海


















る6, 9-11）。すなわち，繁殖および換毛を行う 12 月～4 月に
かけては，海氷域を中心に分布して海氷上を上陸場として










みに 300～400 頭が来遊していたのに対し，2000 年代後半
に来遊範囲が北海道の積丹半島にまで南下拡大した。来遊
頭数は数千頭にまで増加し14），北部海域を中心に少なくと

























ピークは 3 月中旬～4 月中旬であり16），一連の繁殖行動（出













　2009 年 3 月～2013 年 12 月までの間で計 8 個体が捕獲さ
れ，そのうちメスが 5 個体（成獣 3 個体および亜成獣 2 個







と成獣オス 1 個体，亜成獣メス 2 個体，亜成獣オス 2 個体




















MK10-AF の GPS データサンプリングの時間帯を 6 時～
18 時に設定し，収集された GPS データを上陸位置と上陸
割合の解析に使用した。
　3）解析方法
　MK10-AF は Argos 回線で GPS と Argos それぞれの位





0，A，B，Z の 7 段階で表される。位置精度（測定誤差）は，















に従い，メスが 65 kg 以上，オスは 85 kg 以上を成獣個体，
それらに満たないものを亜成獣とした。一方，体重データ
が無い個体に関しては，Burns9）に従い，メスは全長が











データ（6 時～18 時）と夜間（18 時～翌 6 時）の Argos デー
タを用い，SPOT5 を装着した個体では，0 時～24 時まで
の全時間帯の Argos データを用いた。位置情報のプロッ




























　成獣オス AM1 は 12 月上旬～4 月下旬，成獣メス AF1
は 10 月 下 旬～5 月 下 旬，AF2 は 12 月 下 旬～5 月 上 旬，
AF3 は 12 月下旬～4 月上旬まで行動を追跡できた（Fig. 
Table 1　 List of spotted seals equipped with satellite transmitters in the present study
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3）。一方，亜成獣 SA1 は 3 月上旬～4 月上旬，SA2 は 12
月上旬～4 月下旬，SA3 は 8 月上旬～1 月下旬，SA4 は 12
月下旬～1 月上旬まで行動を追跡できた（Fig. 3）。タター
ル（間宮）海峡を含むオホーツク海周辺の海氷期となる 1




の成獣（n＝4）は 1 月～3 月下旬には礼文周辺海域からタ
タール海氷域に移動し，その後少なくとも 1.5 ヵ月以上は
海氷域に滞在した（Fig. 3）。一方，亜成獣 2 個体のうち 1






　3 月および 4 月には海氷位置の変動が大きかったため個
体の位置情報を半月ごとに分けてプロットした（Fig. 4）。
タタール海峡に滞在した個体は，1 月に 1 個体，2 月に 3
個体，3 月前半に 4 個体であった後，3 月後半に最大数の
5個体となった。4月前半にも引き続き5個体が分布した後，
4 月後半には 2 個体に減少した（Fig. 4）。
　1 月にタタール海氷域で確認された AF1 は，海氷域の
南端（100～300 m 等深線の海氷付近）を上陸場として利
用していたが，2 月～3 月上旬には AM1 と AF3 が，また
3 月下旬には AF2 が半径約 28 km の範囲内に上陸してお
り，3 月下旬まで成獣の分布は雌雄で重複する傾向が見ら




した。加えて，海氷域が後退した 4 月上旬には，SA2 は
沿海州の北緯 50°付近の沿岸域や海氷上を上陸場として利










数は，全 Argos データ中の 18.8%（661/2,854）であった。
また，GPS により取得された使用可能なデータ数は
Argos の使用可能データ数の 2.6 倍（Argos data＝661, 
GPS data＝1,693）であった（Table 2）。
Fig. 3　Chart showing the areas utilized by individual seals during given periods : e ; early, l ; late










































































































































示した。AF1 は礼文周辺海域に滞在中の 10 月～12 月には
日中の上陸割合に変化が見られなかったが，タタール海峡
に移動した 1 月～3 月の日中の上陸割合は 75.1%±9.2%～
56.7%±16.3%（平均値±95% 信頼区間）と前後の月より
も有意に高く，4 月以降はいずれも 40% 未満とそれらの
期間に比べ低い上陸割合を示した。一方，夜間の上陸割合
























動した。成獣メス 1 個体（AF1）は 1 月に，成獣オス（AM1）























間よりも常に高かったのは，Argos は GPS よりも位置精
度が低く，サンプリングされた位置情報でも解析に使用で
きないデータが多く存在し，日中の解析に使用した GPS





















タタール海域の海氷上を利用していたのは 2 月～4 月で
あったことから（Fig. 3，Fig. 4），成獣メスの出産・育仔
期は 2 月～4 月であると推定された。本種の交尾はメスが
育仔（授乳）終了後に発情するのを待ってから行われる1, 6）。
そのため，3 月が出産・育仔期であると考えられた AF1
の交尾期は 3 月～4 月であったと推察された。その 3 月～
4 月は，他の成獣メス 2 個体（AF2，AF3）が海氷上を利
用した期間の終盤とも一致した（Fig. 3，Fig. 4）。一方，

































される9, 12）。しかし，本研究で AF1 の発信器は 5 月下旬に
脱落しており，この時期を換毛期であると考えると，繁殖
























獲等又は鳥類の卵の採取等許可証（平成 20 年度第 76 号
-119 号，平成 24 年度第 643 号-787 号，平成 25 年度第
344 号-478 号）を取得して行いました。
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adult  female gave birth and nursed  in March. Thus,  it has been concluded  that  the  spotted  seals 
occurring on Rebun Island breed during February through April in the Tatar Strait. In addition, the fact 
that the transmission of the satellite tags disconnected after April indicated that the molting of the seals 
occurs after April.
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